
 「美濃中学校校歌」 

作詞 横山盛作 

作曲 鵜飼幹夫 

 

１ 古城山 こごしきほとり  

梅山に つどうともがき  

いつくしみ むつみあいつつ 

みがかばや 全きいのち  

 

２ 長良川 清き流れを 

 若鮎の つれのぼるごと 

 次の世を にのう若者 

 つとめばや のぞみを胸に 

 

３ 美しき 小倉の山の 

 とこしえの 緑を窓に 

 すこやかに 強く正しく 

ことごとの 誠きわめん 
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美
濃
中
学
校
校
歌 

  

作
詞 

横
山
盛
作 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    
 

作
曲 

鵜
飼
幹
夫 

 

（
一
） 

 

古
城
山 

こ
ご
し
き
ほ
と
り 

 
 

 
 

 

険
し
い
古
城
山
の
山
裾

や
ま
す
そ

に
広
が
る 

 

梅
山
に 

つ
ど
う
と
も
が
き 

 
 

 
 

 
梅
山
の
学
び
舎 や

に
集
ま
る
仲
間
た
ち
（
よ
） 

 

い
つ
く
し
み 

む
つ
み
あ
い
つ
つ 

 
 

  

お
互
い
に
分
け
隔
て
な
く
仲
よ
く
し
合
い
な
が
ら 

 

み
が
か
ば
や 

ま
つ
た
き
い
の
ち 

 
 

 

若
く
健
全
な
魂
を
磨
き
た
い
も
の
だ
（
研
鑽
し
合
い
若
者
ら
し

く
命
を
輝
か
せ
た
い
も
の
だ
） 

  

（
二
） 

 

長
良
川 

清
き
流
れ
を 

 
 

 
 

 
 

 

長
良
川
の
透
き
通
っ
た
き
れ
い
な
流
れ
よ 

 

若
鮎
の 

つ
れ
の
ぼ
る
ご
と 

 
 

 
 

 

若
鮎
が
列
を
な
し
て
元
気
に
川
上
へ
と
上
っ
て
い
く
よ
う
に 

 

次
の
世
を 

に
の
う
若
者

わ
こ
う
ど 

 
 

 
 

 
 

次
の
世
代
を
担
う
若
者
と
し
て 

 

つ
と
め
ば
や 

の
ぞ
み
を
胸
に 

 
 

 
 

勉
学
に
励
み
た
い
も
の
だ 

望
み
を
抱
い
て 

  

（
三
） 

 

美
し
き 

小
倉
の
山
の 

 
 

 
 

 
 

 

美
し
い
小
倉
の
山
が 

 

と
こ
し
え
の 

緑
を
窓
に 

 
 

 
 

 
 

変
わ
ら
ぬ
緑
を
装
っ
て
い
る
よ
う
に 

 

す
こ
や
か
に 

強
く
正
し
く 

 
 

 
 

 

心
身
健
や
か
に
強
く
正
し
く
（
変
わ
ら
ぬ
志
を
も
っ
て
） 

 

こ
と
ご
と
の 

誠
き
わ
め
ん 

 
 

 
 

 

全
て
の
こ
と
に
対
し
て
真
心
を
も
っ
て
真
実
を
突
き
詰
め
て

い
こ
う 

             

【
解
説
（
語
釈
）】 

○
美
濃
中
学
校
は
、
昭
和
二
十
二
年
四
月
に
、
岐
阜
県
武
儀
郡
美
濃
町
立
美
濃
中
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
同
年
五
月
に

開
校
式
が
行
わ
れ
た
が
、
開
校
当
時
は
美
濃
小
学
校
六
教
室
と
武
儀
中
学
校
（
現
，
武
義
高
等
学
校
）
の
四
教
室
を
借
用

し
て
の
出
発
で
あ
っ
た
。
翌
二
十
三
年
七
月
、
梅
山
（
現
在
の
美
濃
小
学
校
プ
ー
ル
の
あ
る
辺
り
）
に
北
舎
八
教
室
・
宿

直
室
・
小
使
い
室
・
便
所
２
棟
が
完
成
、
更
に
二
十
四
年
三
月
に
は
南
舎
十
一
教
室
が
完
成
し
て
、
生
徒
と
職
員
室
の
移

転
を
果
た
し
、
ま
と
ま
っ
た
授
業
が
開
始
さ
れ
た
。 

○
二
十
五
年
の
四
月
に
は
校
旗
、
五
月
に
は
校
歌
が
制
定
さ
れ
た
。
校
歌
の
作
詞
者
は
横
山
盛
作
氏
、
作
曲
は
鵜
飼
幹
夫
氏

で
あ
る
。
鵜
飼
幹
夫
先
生
は
、
平
成
二
年
度
の
春
のP

T
A

総
会
に
美
濃
中
に
来
校
さ
れ
、
壇
上
で
指
揮
を
振
ら
れ
、
教
職

員
とP

T
A

会
員
全
体
で
起
立
し
て
校
歌
を
歌
い
あ
げ
た
。（
そ
の
年
の
秋
に
鵜
飼
先
生
は
帰
幽
さ
れ
た
。） 

○
歌
詞
に
「
古
城
山
、
こ
ご
し
き
ほ
と
り 

梅
山
に
つ
ど
う
友
が
き
」
と
あ
る
の
は
、
美
濃
中
学
校
の
設
立
さ
れ
た
当
時
の

地
が
梅
山
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
現
在
の
東
上
野
の
地
に
移
っ
た
の
は
昭
和
三
十
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。
七
月
に
北
舎
が

完
成
し
、
翌
三
十
四
年
七
月
に
北
舎
と
と
も
に
特
別
教
室
三
つ
、
南
舎
特
別
教
室
三
つ
が
完
成
し
、
九
月
よ
り
こ
の
新
校

舎
で
全
校
生
徒
の
授
業
が
再
開
さ
れ
た
。
美
濃
中
は
か
つ
て
第
一
中
学
校
と
呼
ん
で
い
た
時
期
が
あ
り
、
そ
の
た
め
女
子

の
制
服
に
は
白
線
一
本
が
入
っ
て
い
る
。
美
濃
北
中
は
第
二
中
、
昭
和
中
は
第
三
中
と
い
う
意
味
で
、
そ
れ
ぞ
れ
女
子
の

制
服
は
二
本
線
、
三
本
線
と
な
っ
て
い
る
が
、
北
中
は
統
合
し
た
た
め
、
現
在
は
昭
和
中
女
子
の
制
服
に
三
本
の
白
線
が

残
っ
て
い
る
。 

○
「
古
城
山
」
と
は
、
戦
国
時
代
に
上
有
知
含
め
た
武
儀
郡
一
帯
を
納
め
て
い
た
佐
藤
氏
の
「
鉈
尾
山
」
城
に
因
ん
で
呼
ば

れ
る
名
で
あ
り
、
正
式
に
は
「
鉈
尾
山
（
な
た
お
や
ま
）」
と
い
っ
た
。
初
代
鉈
尾
山
城
主
は
佐
藤
清
信
。
そ
の
子
の
秀
方
、

さ
ら
に
秀
方
の
子
方
政
（
正
式
名
称
は
佐
藤
才
次
郎
方
政
。
母
は
金
森
長
近
の
姉
）
と
、
佐
藤
氏
は
戦
国
、
安
土
桃
山
か

ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
三
代
に
渡
っ
て
城
主
を
務
め
た
。
方
政
は
関
ヶ
原
の
合
戦
の
時
に
、
石
田
三
成
（
豊
臣
方
）
に
付

き
、
加
納
の
戦
で
敗
れ
た
。（
叔
父
の
金
森
長
近
に
西
軍
に
付
く
か
、
東
軍
に
付
く
か
書
状
を
通
じ
て
相
談
を
し
て
い
る
。

長
近
は
東
軍
に
付
く
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
豊
臣
の
恩
義
に
報
い
る
た
め
西
軍
に
付
く
。）
鉈
尾
山

と
な
ぜ
言
っ
た
か
と
い
う
と
、
現
在
で
も
古
城
山
に
登
る
と
頂
上
に
は
本
丸
跡
が
残
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
四
方
を
壁

で
囲
ん
だ
塀
が
あ
っ
た
。
そ
の
塀
に
は
仕
掛
け
が
し
て
あ
り
、
本
丸
の
あ
る
一
ヵ
所
の
綱
を
鉈
で
パ
チ
ン
と
切
る
と
四
方

の
壁
が
崩
れ
落
ち
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
攻
め
寄
せ
た
敵
兵
は
全
滅
す
る
と
い
う
仕
掛
け
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
佐

藤
氏
は
源
氏
の
流
れ
を
く
む
武
将
で
あ
り
、
源
氏
は
古
来
藤
原
氏
の
立
役
者
的
な
存
在
で
関
係
が
深
い
。
そ
の
た
め
、
鉈

尾
山
城
は
「
藤
城
（
ふ
じ
し
ろ
）」
の
別
名
も
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
名
に
因
む
の
が
江
戸
時
代
末
期
の
郷
土
の
偉
人
で
あ

り
漢
学
者
、
村
瀬
藤
城
で
あ
る
。
藤
城
は
こ
の
山
を
秀
麗
な
山
と
し
て
崇
め
、
ま
た
、
秀
麗
な
山
の
あ
る
所
に
こ
そ
秀
霊

が
集
ま
る
と
し
て
、
梅
山
の
地
に
「
梅
花
村
舎
」
を
建
て
学
問
を
開
い
た
。「
梅
花
村
舎
」
の
周
り
に
は
梅
の
木
が
三
千
本

植
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
藤
城
は
頼
山
陽
の
高
弟
と
し
て
知
ら
れ
、
塾
で
は
四
書
五
経
を
は
じ
め
と
す
る
経
学
詩
文
な

ど
を
講
じ
た
。
美
濃
の
教
育
の
原
点
は
こ
の
地
に
あ
る
と
も
言
え
る
。「
梅
花
」
は
漢
詩
に
も
よ
く
詠
ま
れ
、
厳
冬
の
中
に

も
先
駆
け
て
花
を
開
き
、
芳
し
い
香
り
を
漂
わ
せ
る
春
花
で
あ
る
。
そ
の
姿
が
藤
城
の
理
想
と
す
る
学
風
の
琴
線
に
触
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

○
こ
ご
し
き
・
・
・
・
・
古
語
「
こ
ご
し
」（
形
容
詞
・
シ
ク
活
用
）
の
連
体
形
。
意
味
は
、「
岩
が
重
な
り
ご
つ
ご
つ
し
て

い
て
険
し
い
」
の
意
。
万
葉
集
「
岩
が
根
の
こ
ご
し
き
山
を
越
え
か
ね
て
」（
訳
：
岩
山
の
険
し

い
道
が
越
え
ら
れ
な
く
て
） 

 

○
い
つ
く
し
み
・
・
・
・
古
語
「
い
つ
く
（
斎
く
）」（
大
切
に
世
話
を
す
る
）
の
派
生
語
で
、
現
代
語
は
「
い
つ
く
し
む
」

（
動
詞
・
五
段
活
用
）。
意
味
は
、「
か
わ
い
が
っ
て
大
事
に
す
る
」。
漢
字
で
は
「
慈
」
を
あ
て
る
。「
慈
」
は
「
友
」 
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【
解
説
（
語
釈
）】 

 

○
美
濃
中
学
校
は
、
昭
和
二
十
二
年
四
月
に
、
岐
阜
県
武
儀
郡
美
濃
町
立
美
濃
中
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
同
年

五
月
に
開
校
式
が
行
わ
れ
た
が
、
開
校
当
時
は
美
濃
小
学
校
六
教
室
と
武
儀
中
学
校
（
現
，
武
義
高
等
学
校
）
の

四
教
室
を
借
用
し
て
の
出
発
で
あ
っ
た
。
翌
二
十
三
年
七
月
、
梅
山
（
現
在
の
美
濃
小
学
校
プ
ー
ル
の
あ
る
辺
り
）

に
北
舎
八
教
室
・
宿
直
室
・
小
使
い
室
・
便
所
２
棟
が
完
成
、
更
に
二
十
四
年
三
月
に
は
南
舎
十
一
教
室
が
完
成

し
て
、
生
徒
と
職
員
室
の
移
転
を
果
た
し
、
ま
と
ま
っ
た
授
業
が
開
始
さ
れ
た
。 

○
二
十
五
年
の
四
月
に
は
校
旗
、
五
月
に
は
校
歌
が
制
定
さ
れ
た
。
校
歌
の
作
詞
者
は
横
山
盛
作
氏
、
作
曲
は
鵜
飼

幹
夫
氏
で
あ
る
。
鵜
飼
幹
夫
先
生
は
、
平
成
二
年
度
の
春
のP

T
A

総
会
に
美
濃
中
に
来
校
さ
れ
、
壇
上
で
指
揮

を
振
ら
れ
、
教
職
員
とP

T
A

会
員
全
体
で
起
立
し
て
校
歌
を
歌
い
あ
げ
た
。（
そ
の
年
の
秋
に
鵜
飼
先
生
は
帰
幽

さ
れ
た
。） 

○
歌
詞
に
「
古
城
山
、
こ
ご
し
き
ほ
と
り 

梅
山
に
つ
ど
う
友
が
き
」
と
あ
る
の
は
、
美
濃
中
学
校
の
設
立
さ
れ
た

当
時
の
地
が
梅
山
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
現
在
の
東
上
野
の
地
に
移
っ
た
の
は
昭
和
三
十
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。

七
月
に
北
舎
が
完
成
し
、
翌
三
十
四
年
七
月
に
北
舎
と
と
も
に
特
別
教
室
三
つ
、
南
舎
特
別
教
室
三
つ
が
完
成
し
、

九
月
よ
り
こ
の
新
校
舎
で
全
校
生
徒
の
授
業
が
再
開
さ
れ
た
。
美
濃
中
は
か
つ
て
第
一
中
学
校
と
呼
ん
で
い
た
時

期
が
あ
り
、
そ
の
た
め
女
子
の
制
服
に
は
白
線
一
本
が
入
っ
て
い
る
。
美
濃
北
中
は
第
二
中
、
昭
和
中
は
第
三
中

と
い
う
意
味
で
、
そ
れ
ぞ
れ
女
子
の
制
服
は
二
本
線
、
三
本
線
と
な
っ
て
い
る
が
、
北
中
は
統
合
し
た
た
め
、
現

在
は
昭
和
中
女
子
の
制
服
に
三
本
の
白
線
が
残
っ
て
い
る
。 

○
「
古
城
山
」
と
は
、
戦
国
時
代
に
上
有
知
含
め
た
武
儀
郡
一
帯
を
納
め
て
い
た
佐
藤
氏
の
「
鉈
尾
山
」
城
に
因
ん

で
呼
ば
れ
る
名
で
あ
り
、
正
式
に
は
「
鉈
尾
山
（
な
た
お
や
ま
）」
と
い
っ
た
。
初
代
鉈
尾
山
城
主
は
佐
藤
清
信
。

そ
の
子
の
秀
方
、
さ
ら
に
秀
方
の
子
方
政
（
正
式
名
称
は
佐
藤
才
次
郎
方
政
。
母
は
金
森
長
近
の
姉
）
と
、
佐
藤

氏
は
戦
国
、
安
土
桃
山
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
三
代
に
渡
っ
て
城
主
を
務
め
た
。
方
政
は
関
ヶ
原
の
合
戦
の
時

に
、
石
田
三
成
（
豊
臣
方
）
に
付
き
、
加
納
の
戦
で
敗
れ
た
。（
叔
父
の
金
森
長
近
に
西
軍
に
付
く
か
、
東
軍
に

付
く
か
書
状
を
通
じ
て
相
談
を
し
て
い
る
。
長
近
は
東
軍
に
付
く
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の

豊
臣
の
恩
義
に
報
い
る
た
め
西
軍
に
付
く
。）
鉈
尾
山
と
な
ぜ
言
っ
た
か
と
い
う
と
、
現
在
で
も
古
城
山
に
登
る

と
頂
上
に
は
本
丸
跡
が
残
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
四
方
を
壁
で
囲
ん
だ
塀
が
あ
っ
た
。
そ
の
塀
に
は
仕
掛
け
が

し
て
あ
り
、
本
丸
の
あ
る
一
ヵ
所
の
綱
を
鉈
で
パ
チ
ン
と
切
る
と
四
方
の
壁
が
崩
れ
落
ち
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

攻
め
寄
せ
た
敵
兵
は
全
滅
す
る
と
い
う
仕
掛
け
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
佐
藤
氏
は
源
氏
の
流
れ
を
く
む
武
将
で

あ
り
、
源
氏
は
古
来
藤
原
氏
の
立
役
者
的
な
存
在
で
関
係
が
深
い
。
そ
の
た
め
、
鉈
尾
山
城
は
「
藤
城
（
ふ
じ
し

ろ
）」
の
別
名
も
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
名
に
因
む
の
が
江
戸
時
代
末
期
の
郷
土
の
偉
人
で
あ
り
漢
学
者
、
村
瀬

藤
城
で
あ
る
。
藤
城
は
こ
の
山
を
秀
麗
な
山
と
し
て
崇
め
、
ま
た
、
秀
麗
な
山
の
あ
る
所
に
こ
そ
秀
霊
が
集
ま
る

と
し
て
、
梅
山
の
地
に
「
梅
花
村
舎
」
を
建
て
学
問
を
開
い
た
。「
梅
花
村
舎
」
の
周
り
に
は
梅
の
木
が
三
千
本

植
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
藤
城
は
頼
山
陽
の
高
弟
と
し
て
知
ら
れ
、
塾
で
は
四
書
五
経
を
は
じ
め
と
す
る
経
学

詩
文
な
ど
を
講
じ
た
。
美
濃
の
教
育
の
原
点
は
こ
の
地
に
あ
る
と
も
言
え
る
。「
梅
花
」
は
漢
詩
に
も
よ
く
詠
ま

れ
、
厳
冬
の
中
に
も
先
駆
け
て
花
を
開
き
、
芳
し
い
香
り
を
漂
わ
せ
る
春
花
で
あ
る
。
そ
の
姿
が
藤
城
の
理
想
と

す
る
学
風
の
琴
線
に
触
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 



3 

 

  

○
こ
ご
し
き 

   

○
い
つ
く
し
み 

    

○
む
つ
み
あ
い
つ
つ 

         

○
み
が
か
ば
や 

        

○
ま
つ
た
き
い
の
ち 

                 

  

古
語
「
こ
ご
し
」
（
形
容
詞
・
シ
ク
活
用
）
の
連
体
形
。
意
味
は
、「
岩
が
重
な
り
ご
つ
ご

つ
し
て
い
て
険
し
い
」
の
意
。
万
葉
集
「
岩
が
根
の
こ
ご
し
き
山
を
越
え
か
ね
て
」（
訳
：

岩
山
の
険
し
い
道
が
越
え
ら
れ
な
く
て
） 

 

古
語
「
い
つ
く
（
斎
く
）
」（
大
切
に
世
話
を
す
る
）
の
派
生
語
で
、
現
代
語
は
「
い
つ
く

し
む
」（
動
詞
・
五
段
活
用
）。
意
味
は
、「
か
わ
い
が
っ
て
大
事
に
す
る
」。
漢
字
で
は
「
慈
」

を
あ
て
る
。
「
慈
」
は
「
友
」
を
表
す
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
、
「
友

情
、
親
愛
の
思
い
」
を
表
し
、「
利
益
と
安
ら
ぎ
を
与
え
る
」
の
意
味
を
含
む
。 

 

「
む
つ
み
あ
う
」
は
古
語
「
睦
ぶ
」（
上
二
段
動
詞
）
の
連
用
形
に
「
合
う
」
が
付
き
、
一

語
的
（
複
合
語
）
に
な
っ
た
も
の
。
古
語
で
は
「
む
つ
び
あ
う
」。
こ
の
語
は
雅
語
で
、
詩

歌
の
中
で
し
か
使
わ
れ
な
い
言
葉
。
意
味
は
「
分
け
隔
て
な
く
仲
よ
く
し
合
う
」。
現
代
語

と
し
て
は
、
「
む
つ
ま
じ
い
」
（
形
容
詞
）
と
い
う
形
で
使
わ
れ
る
。
本
来
の
表
記
か
ら
す

る
と
「
む
つ
び
あ
い
つ
つ
」
と
「
み
」
で
は
な
く
「
び
」
と
す
る
と
こ
ろ
。「
つ
つ
」
は
接

続
助
詞
で
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
を
添
え
な
が
ら
二
つ
の
事
柄
を
つ
な
ぐ 

働
き
を
す
る
。
基
本
の
意
味
は
、
二
つ
の
動
作
が
同
時
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
示
し
、「
～
し

な
が
ら
」
の
意
味
で
つ
な
げ
る
。「
む
つ
み
あ
い
」
と
「
み
が
か
ば
や
」
を
「
つ
つ
」
で
つ

な
い
で
い
る
が
、
重
点
は
「
み
が
か
ば
や
」
に
あ
る
。 

 

「
み
が
く
」
四
段
動
詞
の
未
然
形
に
、
終
助
詞
「
ば
や
」
（
希
望
の
意
）
が
つ
い
た
も
の
。

「
み
が
く
」
に
は
、
ざ
っ
と
、
次
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
。「
表
面
を
こ
す
っ
て
つ
や
を
出

す
。
作
り
飾
る
。
美
し
く
装
う
。
い
よ
い
よ
輝
か
せ
る
。
光
を
増
す
。
努
力
す
る
。
」
。
漢

字
表
記
で
は
、「
磨
く
・
研
く
」
を
当
て
る
。「
研
磨
（
す
る
）」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う

に
、
ど
ち
ら
の
漢
字
も
同
じ
意
。 

「
み
が
か
ば
や 

ま
つ
た
き
い
の
ち
」
は
、
倒
置
表
現
で
、「
み
が
か
ば
や
」
を
強
調
。「
み

が
く
」
の
対
象
が
「
ま
つ
た
き
い
の
ち
」、「
い
の
ち
」（
＝
魂
）
を
磨
く
、
光
り
輝
か
せ
る

の
意
味
。 

 

古
語
「
ま
つ
た
し
」（
形
容
詞
・
ク
活
用
）
の
連
体
形
「
ま
つ
た
き
」
が
「
い
の
ち
（
命
）」

に
係
っ
た
も
の
。
現
代
語
は
「
全
い
（
ま
つ
た
い
）
」（
形
容
詞
）
の
語
形
。
派
生
語
と
し

て
、「
全
く
」（
副
詞
）
や
「
全
う
す
る
」（
サ
変
動
詞
）
が
あ
る
。「
ま
つ
た
し
」
は
、「
①

欠
け
た
と
こ
ろ
が
な
い
。
完
全
だ
。
②
安
全
で
あ
る
。
無
事
で
あ
る
。
」
の
意
味
が
あ
る
。

こ
こ
は
①
の
意
で
、「
欠
け
た
と
こ
ろ
の
な
い
完
全
な
い
の
ち
」。 

 
 

 
 

古
代
歌
謡
に 

「
命(

い
の
ち)

の 

全(

ま
た)

け
む
人
は 

畳
薦(

た
た
み
こ
も) 

平
群(

へ
ぐ
り)

の
山
の 

 
 

 
 

 
 

熊
白
禱(

く
ま
か
し)

が
葉
を 

髻
華(

う
ず)

に
挿(

さ)

せ 

そ
の
子
」 

と
い
う
歌
が
あ
る
が
、
「
命
の 

全
け
む
人
」
と
は
、「
若
い
健
康
な
人
」
と
い
う
意
味
で

あ
る
。
こ
れ
は
「
老
人
や
病
人
は
生
命
力
が
不
完
全
だ
（
年
を
取
る
と
生
命
力
は
削
ら
れ

て
い
く
と
い
う
考
え
）
と
い
う
古
代
の
人
々
の
考
え
方
を
反
映
し
た
表
現
。 

「
ま
つ
た
き 

い
の
ち
」
の
表
現
に
も
、「
若
く
健
全
な
（
人
の
）
い
の
ち
」
と
い
う
意
味

が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
「
み
が
か
ば
や
」
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
全
体
と

し
て
は
「
若
者
ら
し
く
健
全
な
命
を
み
が
き
輝
か
せ
た
い
」
と
い
っ
た
意
味
合
い
に
な
る
。

こ
こ
の
「
い
の
ち
」
と
は
、
そ
の
根
源
の
「
魂
」
と
と
ら
え
る
と
分
か
り
や
す
い
。
和
歌

で
は
、「
た
ま
き
は
る
」〈
命
〉
と
、「
命
」
に
係
る
枕
詞
も
あ
る
。 

  



4 

 

  

○
長
良
川 

                

○
清
き
流
れ
を 

     

○
に
の
う 

     

○
つ
と
め
ば
や 

    

○
小
倉
山 

           

  

鵜
飼
い
の
行
わ
れ
る
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
川
と
し
て
、
全
国
に
知
ら
れ
て
い
る
。
郡
上
市

の
大
日
岳
を
源
流
と
し
て
、
幹
川
流
路
の
延
長
は
一
六
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
。
濃
尾

平
野
を
潤
す
川
で
あ
り
、
こ
の
河
川
の
流
域
は
沃
土
で
良
い
土
地
柄
と
さ
れ
て
き
た
。「
長

く
良
く
潤
す
川
」
か
ら
「
長
良
川
」
と
言
わ
れ
る
。
史
上
、「
長
良
」
の
文
字
が
出
て
く
る

の
は
織
田
信
長
の
時
代
の
古
文
書
。
上
有
知
（
美
濃
町
の
旧
名
）
は
風
光
明
媚
で
和
紙
づ

く
り
に
適
し
た
環
境
に
あ
る
。
そ
の
た
め
和
紙
作
り
は
古
く
か
ら
盛
ん
で
、
ま
た
、
物
資

の
輸
送
に
も
長
良
川
の
水
運
を
利
用
し
て
発
展
し
て
き
た
。
長
良
川
は
ア
ユ
を
は
じ
め
、

数
々
の
水
中
生
物
が
生
息
す
る
豊
か
な
河
川
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
特
に
長
良
川
の

ア
ユ
は
美
味
で
、
岐
阜
に
は
宮
内
庁
の
ご
漁
場
も
あ
る
。
美
濃
で
は
曽
代
用
水
の
取
り
入

れ
口
付
近
で
漁
を
し
、
と
れ
た
ア
ユ
を
献
上
し
て
い
た
。「
ア
ユ
」
は
万
葉
集
（
奈
良
時
代
）

に
も
出
て
く
る
が
、「
年
魚
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ア
ユ
は
「
一
年
」
も
の
の
魚
で
、
そ
れ

に
因
ん
だ
表
記
。 

校
歌
で
は
、
「
若
鮎
」
と
「
若
人
」
が
類
比
さ
れ
、
「
若
鮎
」
が
列
を
な
し
て
群
れ
、
激
し

い
流
れ
の
中
で
も
元
気
に
遡
上
し
て
い
く
よ
う
に
、
次
の
世
代
を
担
う
「
若
者
」
と
し
て
、

世
の
激
し
い
移
り
変
わ
り
の
中
に
お
い
て
も
「
志
（
望
み
）」
を
も
っ
て
勉
学
に
励
も
う
と
、

激
励
し
て
い
る
。 

 

「
清
し
」（
形
容
詞
・
ク
活
用
）
の
連
体
形
が
「
流
れ
」（
名
詞
）
に
付
い
た
も
の
。「
清
し
」

は
、「
け
が
れ
が
な
く
き
れ
い
だ
。
清
浄
だ
。
さ
わ
や
か
だ
。」
が
基
本
の
意
味
。「
流
れ
」

は
「
水
流
。
流
水
。」
の
意
か
ら
、
「
酒
の
し
ず
く
」「
血
統
」
「
定
め
の
な
い
境
遇
」
と
、

幅
広
い
意
味
を
も
つ
語
。
こ
こ
は
長
良
川
の
「
清
流
」
を
指
し
て
い
る
。「
を
」
は
体
言
（
名

詞
）
に
付
い
た
終
助
詞
で
感
動
（「
～
よ
」）
の
意
味
を
添
え
る
。 

 

古
語
「
に
な
ふ
」
（
四
段
動
詞
）。
現
代
語
は
「
に
な
う
」
（
五
段
動
詞
）
で
、
「
責
任
を
も

っ
て
引
き
受
け
る
」
の
意
。
音
声
言
語
と
し
て
は
「
に
の
う
」
と
発
音
す
る
が
、
表
記
は

古
語
な
ら
「
に
な
ふ
」、
現
代
語
な
ら
「
に
な
う
」
と
書
く
の
が
正
し
い
。「
に
な
う
（n

au

）」

の
部
分
は
「a

」「u

」
と
母
音
が
重
な
る
た
め
、
「au

」
→
「o

」
と
な
っ
て
長
音
化
す
る
。

「
に
の
う
（n

o

）」（
ニ
ノ
ー
）
と
な
る
。 

 

古
語
「
つ
と
む
」
（
下
二
段
動
詞
）
の
未
然
形
に
終
助
詞
「
ば
や
」（
希
望
：
～
し
た
い
も

の
だ
）
が
付
い
た
も
の
、
前
出
の
「
み
が
か
ば
や
」
と
同
じ
形
。
「
つ
と
む
」
は
、
「
精
を

出
し
て
行
う
。
一
生
懸
命
す
る
。
は
り
き
る
。」
と
い
う
意
味
。
現
代
語
は
「
つ
と
め
る
」

の
語
形
で
、「
精
を
出
し
て
励
む
」
の
意
味
で
使
う
場
合
は
、「
努
」
の
漢
字
を
当
て
る
。 

 

江
戸
時
代
に
金
森
長
近
が
京
都
の
小
倉
山
（『
小
倉
百
人
一
首
』
の
編
者
で
高
名
な
藤
原
定

家
の
山
荘
が
あ
っ
た
場
所
）
に
因
ん
で
、
そ
れ
ま
で
「
尾
崎
丸
山
」
と
称
し
て
い
た
の
を

改
名
し
、
小
倉
山
城
を
築
い
た
。
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
年
）
に
高
山
城
主
で
あ
っ
た
長

近
は
、
養
子
の
可
重
（
あ
り
し
げ
）
に
高
山
城
を
譲
り
、
隠
居
し
た
。
小
倉
山
城
は
長
近

の
隠
居
城
で
あ
り
、
別
名
、
小
倉
居
館
と
も
言
っ
た
。
現
在
は
石
垣
と
土
塁
が
残
っ
て
い

る
だ
け
だ
が
、
往
時
は
山
腹
部
分
に
本
丸
と
二
の
丸
、
山
麓
に
三
の
丸
が
あ
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。
長
近
の
後
は
、
実
子
の
長
光
が
上
有
知
藩
主
（
可
重
よ
り
二
万
石
を
分
知
さ

れ
美
濃
国
上
有
知
藩
が
成
立
）
と
し
て
治
め
て
い
た
が
、
嗣
子
無
く
没
し
た
た
め
、
改
易
、

廃
藩
と
な
り
、
小
倉
山
城
は
廃
城
と
な
る
。
元
和
元
年
（
一
六
一
五
年
）
に
上
知
有
は
尾

張
藩
の
所
領
と
な
り
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
年
）
に
は
、
尾
張
藩
上
有
知
代
官
所
が
城

跡
に
置
か
れ
た
。 
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○
と
こ
し
え
の
緑 

                

○
窓
に 

              

○
す
こ
や
か
に 

      

  

現
在
は
、
小
倉
公
園
と
し
て
春
の
桜
、
秋
の
紅
葉
で
有
名
で
あ
る
が
、
開
園
は
明
治
二
十

七
年
（
一
八
九
四
年
）
の
こ
と
で
、
御
料
林
（
明
治
期
の
皇
室
財
産
林
）
に
な
っ
て
い
た
。

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
年
）
美
濃
町
に
払
い
下
げ
ら
れ
、
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一

二
年
）
に
は
、
造
園
・
作
庭
家
と
し
て
高
名
な
長
岡
安
平
の
設
計
指
導
に
よ
る
大
改
修
が

行
わ
れ
て
完
成
し
た
。
市
民
憩
い
の
場
所
で
あ
る
。
小
倉
山
の
標
高
は
一
九
五
，
二
メ
ー

ト
ル
。 

 

「
と
こ
し
え
」（
名
詞
）・（
漢
字
表
記
は
「
長(

と
こ)

し
え
」、
も
し
く
は
「
永
久(

と
こ
し
え)

」。）

は
、
現
代
語
で
は
名
詞
と
し
て
使
わ
れ
、
「
と
こ
し
え
の
○
○
」「
と
こ
し
え
に
○
○
」
と

い
う
使
い
方
を
す
る
。
意
味
は
、「
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
。
な
が
く
続
く
こ
と
。」。

「
常
夏(

と
こ
な
つ)
」（「
い
つ
も
夏
」
の
意
）
と
い
う
言
葉
は
よ
く
聞
か
れ
る
。
古
語
に
「
常(

と

こ)

し
へ
な
り
」（
形
容
動
詞
・
ナ
リ
活
用
）
の
語
が
あ
る
。
校
歌
の
歌
詞
は
擬
古
文
的
な
言

い
回
し
が
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
来
な
ら
ば
「
と
こ
し
へ
」
と
表
記
す
べ
き
で
、
現
代
仮

名
遣
い
で
書
く
と
、
現
代
語
と
認
識
さ
れ
て
し
ま
う
。
古
語
「
と
こ
し
」（
形
容
詞
）
に
「
な

へ
」
が
付
い
て
形
容
動
詞
「
と
こ
し
な
へ
」
が
で
き
、
さ
ら
に
「
な
」
の
音
が
脱
落
し
て

「
と
こ
し
へ
」（
形
容
動
詞
）
と
な
っ
た
も
の
で
、
こ
の
語
形
が
現
代
語
で
も
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
前
述
で
少
し
触
れ
た
が
、「
常
し
へ
」
の
「
常
（
と
こ
）」
と
は
、「
い
つ
ま

で
も
変
わ
ら
な
い
、
永
遠
で
あ
る
」
の
意
味
。 

「
と
こ
し
え
の
緑
」
は
小
倉
山
の
樹
木
、
自
然
の
様
子
を
形
容
し
た
表
現
で
「
い
つ
ま
で

も
変
わ
ら
ぬ
緑
」
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
小
倉
山
が
「
自
然
豊
か
な
山
で
あ
る
」
こ

と
を
さ
し
て
い
る
。 

美
濃
小
校
歌
の
三
番
で
は
「
緑
、
色
濃
い
小
倉
の
山
に
連
な
る
学
び
舎
、
理
想
を
も
高
く
」

と
詠
わ
れ
て
い
る
。 

 

「
と
こ
し
え
の 

緑
を
窓
に
」
で
一
旦
、
切
れ
て
い
る
。「
窓
」
の
語
に
は
「
内
側
と
外
側

の
境
」「
出
入
り
口
」（
扉
と
は
違
う
が
）
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
る
。「
心
の
窓
を
開
け
る
」

と
言
え
ば
、
心
の
内
を
外
に
出
す
、
現
す
と
い
っ
た
意
味
を
込
め
た
比
喩
表
現
に
な
る
。

ま
た
、「
家
の
窓
」
と
い
っ
た
場
合
、
あ
る
意
味
に
お
い
て
は
そ
の
家
の
「
顔
」（
外
的
特

徴
）
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
ろ
う
。
こ
の
歌
詞
の
意
味
と
し
て
は
、「
変
わ
ら
ぬ
緑
を

装
っ
て
い
る
」「
変
わ
ら
ぬ
緑
の
姿
で
あ
る
」
と
考
え
る
の
が
よ
い
と
思
う
。
三
番
の
歌
詞

の
前
半
は
「
小
倉
山
が
い
つ
も
変
わ
ら
ぬ
緑
を
装
っ
て
い
る
」
こ
と
を
詠
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
が
後
半
の
「
す
こ
や
か
に 

強
く
正
し
く 

こ
と
ご
と
の 

誠
き
わ
め
ん
」
と
ど
う

い
う
意
味
合
い
で
つ
な
が
る
の
か
を
考
え
な
い
と
三
番
に
込
め
ら
れ
た
歌
詞
の
意
味
が
ぼ

や
け
る
。
三
番
の
歌
詞
は
「
こ
と
ご
と
の 

誠
き
わ
め
ん
」
に
重
点
が
あ
る
が
、《
「
す
こ

や
か
に 

強
く
正
し
く
」》
が
「
き
わ
め
ん
」
を
形
容
し
て
い
る
こ
と
を
合
わ
せ
る
と
、
小

倉
山
が
い
つ
も
緑
で
豊
か
な
自
然
を
装
っ
て
い
る
よ
う
に
、「（
我
々
も
）
す
こ
や
か
に
（
い

つ
も
元
気
で
） 

強
く 

正
し
く
」「
（
変
わ
ら
ぬ
志
を
も
っ
て
）
こ
と
ご
と
の 

誠
き
わ

め
ん
」
と
繋
げ
、
前
半
は
後
半
を
引
き
出
す
た
め
の
比
喩
と
取
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。 

 

「
す
こ
や
か
」（
形
容
動
詞
）
は
、
古
語
「
す
く
よ
か
」
（
形
容
動
詞
・
ナ
リ
）
の
語
形
変

化
「
く(ku

) 

」
の
「u

」
→
「o

」
の
母
音
交
替
「
こ
（ko

）」
と
な
っ
た
も
の
。
意
味
は
、

肉
体
的
に
体
が
が
っ
し
り
し
て
い
る
こ
と
。
健
康
。
丈
夫
。
ま
た
、
精
神
的
に
も
心
が
し

っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
、
元
気
な
ど
の
意
味
が
あ
る
。
要
す
る
に
、「
心
身
共
に
元
気
で
丈

夫
で
あ
る
さ
ま
」、
で
あ
る
。 
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○
こ
と
ご
と 

 

○
ま
こ
と 

  

○
き
わ
め
ん 

                                        

  

漢
字
表
記
す
れ
ば
「
事
事
」
で
、「
多
く
の
こ
と
、
全
て
の
こ
と
」
と
い
う
意
味
。 

 

「
ま
こ
と
」
と
は
「
ま
（
真
）・
こ
と
（
言
・
事
）」
の
意
で
、「
偽
り
で
な
い
こ
と
。
本
当
。

真
実
。」 

 
こ
こ
も
本
来
な
ら
ば
、「
き
は
め
む
」
と
表
記
す
る
と
こ
ろ
。
現
代
語
に
は
「
き
わ
め
る
」

（
下
一
段
動
詞
）
が
あ
る
が
、
こ
の
現
代
語
に
「
ん
」
が
つ
く
こ
と
は
な
い
。
現
代
語
で

表
す
な
ら
「
き
わ
め
よ
う
」
と
な
る
。
古
語
に
は
「
き
は
む
」
（
下
二
段
動
詞
）
が
あ
り
、

そ
の
未
然
形
「
き
は
め
」
に
、
推
量
の
状
動
詞
「
む
」
が
つ
い
た
形
で
、「
き
は
め
む
」
と

な
っ
た
も
の
。「
き
は
む
」
と
は
、「
極
点
（
最
高
点
）
に
行
か
せ
る
。
押
し
詰
め
る
」
が

基
本
の
意
味
。
漢
字
表
記
に
は
「
極
・
究
・
窮
」
の
字
を
当
て
る
。「
む
（
ん
）」
は
推
量

の
助
動
詞
で
こ
こ
は
「
意
志
（
～
し
よ
う
）」
の
意
味
。
な
お
「
む
」
は
母
音
の
「u

 

」
が

と
れ
て
鼻
音
「
ｍ
」
→
「
ｎ
」
と
変
化
し
て
「
ん
」
と
な
っ
て
い
く
。
口
を
つ
む
ん
で
鼻

か
ら
息
を
出
す
よ
う
に
発
音
す
る
た
め
に
母
音
が
落
ち
や
す
く
、「m

u

」
の
「u

」
の
落
ち
、

「m

」
が
「n

」
に
変
わ
る
。「m
」「n

」
も
同
じ
鼻
音
の
子
音
で
あ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な

変
化
が
起
こ
る
。 

「
き
わ
め
ん
」
は
、「
深
く
探
っ
て
本
質
を
つ
か
も
う
、
も
っ
と
も
深
い
と
こ
ろ
ま
で
学
ん

で
知
ろ
う
、
つ
き
と
め
よ
う
」
と
い
う
意
味
で
、「
誠
」
を
「
き
は
む
」
な
の
で
、
「
も
の

ご
と
の
真
実
を
突
き
詰
め
て
い
こ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

     

校
歌
は
一
か
ら
三
ま
で
四
行
書
き
で
、
五
七
調
（
五
音
・
七
音
の
語
句
）
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
四
行
書
き
に

さ
れ
て
い
る
の
は
、
漢
詩
の
絶
句
形
式
（
起
承
転
結
の
構
成
）
を
意
識
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。（
校
歌

に
は
絶
句
の
よ
う
な
明
確
な
構
成
は
認
め
に
く
い
よ
う
に
思
う
が
、
見
方
に
よ
っ
て
は
一
行
目
で
自
然
景
を
提
示
し

て
、
二
行
目
で
そ
れ
を
受
け
て
広
げ
、
三
行
目
で
転
じ
て
四
行
目
で
全
体
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
、
と
取
れ
な
く
も

な
い
。） 

詩
歌
の
歴
史
で
は
、「
万
葉
集
」
に
は
五
七
調
の
歌
が
多
く
、
歌
風
は
男
性
的
（
こ
れ
を
「
ま
す
ら
を
ぶ
り
」
と

い
う
）、
素
朴
、
実
直
な
調
べ
の
歌
集
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。「
万
葉
集
」
は
日
本
で
最
初
に
編
纂
さ
れ
た
和
歌
集

で
、
後
世
の
和
歌
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
。 

美
濃
中
の
校
歌
は
、
詩
歌
の
伝
統
を
踏
ま
え
、
歌
詞
に
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
に
は
配
慮
が
あ
り
、
全
体
が
き
び
き

び
と
力
強
く
荘
重
な
調
べ
と
な
っ
て
い
る
。
美
濃
の
美
し
く
豊
か
な
自
然
（
古
城
山
、
梅
山
、
長
良
川
、
小
倉
山
）

や
伝
統
を
描
写
し
、
そ
う
い
う
環
境
の
中
で
、
学
び
舎
で
学
ぶ
若
者
が
将
来
へ
の
志
を
も
っ
て
仲
睦
ま
じ
く
、
お
互

い
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
勉
学
に
励
み
、
全
霊
を
こ
め
て
も
の
ご
と
に
あ
た
り
、
お
互
い
の
命
を
輝
か
せ
よ
う
で
は
な

い
か
、
と
温
か
く
励
ま
す
内
容
と
な
っ
て
い
る
。 
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